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この冊子は１部当たり約 23 円で作成しています。（人件費など間接経費は含まれていません）
また、企業広告による掲載料は、広報伊万里の作成費の貴重な財源となっています。
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10月

安らぎのまち
ひとが輝く

活力あふれ

　グラウンド・ゴルフ大会での１コマ。
いったん入ったボールがこぼれ、気持
ちが分かる何ともいい表情（右）。仲
間の表情にも温かさがあります。また、
この日は、真夏日（最高気温 30.3 度）
の陽ざしよりもまぶしい参加者の笑顔
にも、多く出会うことができました。

【11 ページに結果を掲載しています】
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（27.0％）
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 93億7,802万円
（41.0％）

自主財源：134億7,851万円
（59.0％）

依存財源：

人件費
48億4,129万円
（21.5％）

人件費
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（21.5％）
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普通建設事業費
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（10.3％）

 24億6,400万円
（10.9％）

投資的経費：

 41億8,308万円
（18.6％）

消費的経費：

：121億8,505万円
（54.1％）

義務的経費

扶助費
50億2,445万円
（22.3％）
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50億2,445万円
（22.3％）
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24億2,432万円
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物件費
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（10.8％）

自主財源

依存財源
義務的
経費

その他

投資的
経費
投資的
経費

消費的
経費

その他の経費：37億46万円
　　　（16.4％）
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表１　一般会計歳入の状況
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財政課財政係（　 ☎㉓２１１２）問合先

 一般会計は
3億 450万円の黒字

　皆さんの税金をはじめ、国、県からの補助
金や交付金などを財源として、福祉、教育、
土木、農林水産など、皆さんにいちばん身近
な事業を行っているのが『一般会計』です。
　歳入総額 228 億 5,653 万円に対し、歳
出総額は 225 億 3,259 万円です。その差は
３億 2,394 万円で、翌年度へ繰り越すべき
財源 1,944 万円を差し引くと、3 億 450 万
円の黒字決算となりました。
　国の改革などによる地方交付税の大幅削減
が継続的に実施されたことに伴い、財政規模
を縮小してきた経過のなかで、これまで抑制
せざるを得なかった事業について国の経済対
策に伴う臨時交付金を活用し実施するととも
に、第５次伊万里市総合計画の将来都市像で
ある『活力あふれひとが輝く安らぎのまち　
伊万里』の実現へ向け各種施策を展開しました。

225 億3,259 万円の使い道

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索
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表３　目的別歳出の状況 表２　一般会計歳出の状況
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人件費
48億4,129万円
（21.5％）

人件費
48億4,129万円
（21.5％）
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（54.1％）

義務的経費

扶助費
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平成 22 年度決算報告

お知らせします！市のお金
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区　　分 平成22 年度末残高

一般会計 208億9,505万円
公共下水道事業 140億9,532万円
農業集落排水事業 12億9,271万円
病院事業 1億9,231万円
水道事業 49億5,479万円
工業用水道事業 155億2,300万円

合　　　計 569億5,318万円 

市　債　残　高

区　　　分 平成22 年度末残高

１ 財政調整基金 4億6,395万円
２ 減債基金 3億4,920万円
３ 公共施設整備基金 2,825万円
４ 市有林野保全基金 1,684万円
５ 城Ⅱ灌漑揚水維持管理基金 9,397万円
６ 国民健康保険基金 2万円
７ 介護保険基金 2億3,927万円
８ 介護従事者処遇改善臨時特例基金 1,226万円
９ アマチュア陶芸展振興基金 40万円
10 緑化推進・環境保全基金 36万円
11 教育振興奨励基金 670万円
12 文化振興基金 1,285万円
13 まちづくり基金 3億8,165万円
14 青少年育成基金 1,913万円
15 保健事業推進基金 69万円
16 ふるさと創生人材育成基金 1億　254万円
17 福祉基金 4億7,257万円
18 国際交流基金 513万円
19 子育て応援基金 163万円
20 ふるさと応援基金 110万円

合　　　　計 22億　851万円

基　金　残　高

　市民一人あたりの借入金（市債）
残 高 は 98 万 7,981 円 で、 市 民 一
人あたりの預金（基金）残高は 3 万
8,312 円となっています。
　『基金残高』の表の中で、青字で書
かれている基金は、皆さんの善意を受
けながら基金の充実を図っています。
※住民基本台帳人口　57,646 人
　（９月１日現在）

会 計 区 分 歳　　入 歳　　出 差　　引

国民健康保険 61億4,946万円 68億5,470万円 △7億　524万円
介護保険 50億9,796万円 50億9,408万円 388万円
立花台地開発事業 5,236万円 2億1,407万円 △1億6,171万円
公共下水道事業 21億8,565万円 22億2,345万円 △3,780万円
農業集落排水事業 1億2,219万円 １億5,503万円 △3,284万円
市営駐車場 1,553万円 1,325万円 228万円
老人保健 1,270万円 1,032万円 238万円
後期高齢者医療 11億7,757万円 11億7,505万円 252万円

企業会計の状況

特別会計の状況 特定の事業を行う場合に、特定の収入で
その収支を賄う会計です

会 計 区 分 収　　入 支　　出 差　　引

病院事業
収益的 10億5,290万円 11億3,497万円 △8,207万円
資本的 8,216万円 1億1,440万円 △3,224万円

水道事業
収益的 13億1,799万円 10億3,130万円 2億8,669万円
資本的 5億7,558万円 20億2,380万円 △14億4,822万円

工業用
水道事業

収益的 6億5,254万円 9億9,797万円 △3億4,543万円
資本的 2億1,570万円 3億3,931万円 △1億2,361万円

独立して採算を行う特別会計のなかで、地
方公営企業法の適用を受けている会計です

　財政の早期健全化および財政の再生ならびに公営企業
の経営健全化を図ることを目的に、平成 19 年６月に制定
された『地方公共団体の財政健全化に関する法律』に基
づき、伊万里市では次の５つの指標を公表しています。

●健全化判断比率（４種類の指標）
　　平成 22 年度各会計の決算に基づき健全化判断比率を

算定したところ、右表のとおりいずれの指標について
も早期健全化・財政再生基準を下回り、問題ありません。

●資金不足比率
　　各公営企業における『資金不足比率』については、平

成 22 年度決算において資金不足を生じた公営企業がな
いため、該当ありません。

指　標　名 比　率
早期健全
化基準

財政再生
基準

実質赤字
比率

一般会計を対象とした実
質赤字の標準財政規模に
対する比率

ー 12.90％ 20.00％

連結実質
赤字比率

全会計を対象とした実質赤字
（または資金の不足額）の標
準財政規模に対する比率

ー 17.90％ 40.00％

実質公債
費比率

一般会計が負担する元利償還
金および準元利償還金の標準
財政規模に対する比率

19.7％ 25.00％ 35.00％

将来負担
比率

一般会計が将来負担すべき実
質的な負債の標準財政規模に
対する比率

171.8％ 350.0％

平成 22 年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率について

※『ー』は、当該比率が生じていない（黒字である）ことを表しています
※標準財政規模とは、地方公共団体の標準的な状態で通常収入が見込まれる一般財源の規模を示す数値です
※早期健全化基準を上回ると、財政健全化計画の策定などが必要になります
※財政再生基準を上回ると、財政再生計画の策定が必要になり、地方債の発行が制限される場合があります
※公営企業とは、病院事業、水道事業、工業用水道事業の企業会計と、公共下水道事業、農業集落排水事業、
　立花台地開発事業の特別会計をいいます

※

※

※

平成 22 年度決算報告

（消費税含む）
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ふるさと伊万里応援寄附金の

　平成 22 年度の寄附状況と活用事業

　平成 22 年度の寄附金総額（件数）は 226 万円（48 件）で、この制度が始まっ
た平成 20 年度からの合計金額は、713 万 4,000 円となりました。ご寄附いただ
いた皆さま、誠にありがとうございました。伊万里市では、寄附者の意向に配慮し
ながら、さまざまな事業にその一部を活用させていただきました。

■問合先　財政課財政係（　☎㉓２１１２）

①

③自然環境の保全コース
　教育委員会生涯学習課のカブトガニ保護事業に活用します。

※上記については、寄附者の希望により事業を選択しています

※残りの寄附金については、これからの事業に大切に活用させていただきます

①歴史、文化を活かし
たふるさとづくり

②市民によるまち
おこし ③自然環境の保全 ④市長おまかせ 合　計

平成 22 年度 177 万 5,000 円
（37 件）

2 万円
（2 件）

2 万 5,000 円
（2 件）

44 万円
（7 件）

226 万円
（48 件）

平成 21 年度
（参考）

45 万 5,000 円
（8 件）

11 万円
（2 件）

1 万円
（1 件）

105 万 8,000 円
（5 件）

163 万 3,000 円
（16 件）

　市役所玄関に掲げている
副島種臣（佐賀の七賢人）の
書『宏

こうさいかく

濟閣』の表装修復に
15 万円を充当しました。ま
た、『22 世紀に残す佐賀県
遺産』に選定されている前
田家住宅の保存支援事業に
193 万円を充当しました。

歴史、文化を活かしたふるさとづくり

　平成 22 年度の充当事業
はありませんでしたが、引
き続き基金へ積み立て、『地
域の元気推進事業』や『21
世紀市民ゆめづくり計画支
援事業』などの市民による
まちおこし事業に有効活用
させていただきます。

市民によるまちおこし

　平成 22 年度の充当事業
はありませんでしたが、引
き続き基金へ積み立て、『ツ
ル越冬事業』や『カブトガ
ニ保護事業』などの自然環
境の保全事業に有効活用さ
せていただきます。

自然環境の保全

昨年、東山代町長浜干拓
に飛来したツルの群れ

　家庭や地域が一体となって家読
を推進している黒川公民館の図書
整備に 100 万円を充当しました。

市長おまかせ

伊
万
里
市
長

①〜③のいずれのコースも指定されなかった場合
は、市長が寄附者に代わって事業を選択させてい
ただいています。

②

③ ④

大川町で実施されている
『やってみゅ〜だ』

昨年行われた『前田家住
宅』屋根の修理の様子

産
卵
す
る
カ
ブ

ト
ガ
ニ
の
様
子

平成 22 年度の活用状況

平成 22 年度の寄附受入状況

平成 23 年度に活用する内容
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　商業スペースにレンタルボックスを 68 個用
意します。自分の店として、他にはない自分だ
けのオリジナル作品などを手軽に展示・販売で
きます。
▷展示・販売できるもの
　手作り品、オリジナル商品、リサイクル品、

一部骨
こっとう

董品（資格必要）、加工食品（生ものは
不可）など

▷出店料　　　1,300 円～ 2,000 円
　　　　　　　（１ボックス・月額）
▷販売手数料　15％
▷申込期限　　定数になり次第締め切り
 

　全面（約 200 平方㍍）を市民活動団体の活動
の場、各種イベントや作品展などに利用できま
す（要予約）。
▷利用料金（基本料金：全面使用の場合）
　利用料　１日 10,000 円、１時間 1,000 円
　冷暖房使用料　１時間 500 円
※半面使用の場合はそれぞれ半額
※使用目的などに応じて、料金が増額すること

があります
● 申込・問合先
　伊万里まちなか活性化運営協議会・早田
　（☎０９０－８６２７－４０２８）

前熊本県知事
潮谷 義子 さん

　　　 講師の紹介

佐賀県生まれ。日本社会事業大
学卒。佐賀県、大分県で社会福
祉主事を務めたのち、慈愛園乳
児ホーム（熊本県）の園長となる。
1999 年に熊本県の副知事に任
命され、2000 年には知事に就
任。２期を務める。2009年４月、
長崎国際大学学長に就任。

　いま、委員会や審議会などさまざまな方針決定過程
の場面への女性や若者の参画が求められています。し
かし、「自信がない」、「責任が重そう」などの理由で最
初の一歩を踏み出せない人も多いようです。多様な人
材が活躍する社会の実現に向け、そしてあなた自身が
変わるため、まず第一歩を踏み出してみませんか。今
回の公開講座は、あなたの第一歩を後押しします。

● 日　時　11 月３日（木・祝）午前９時 40 分〜正午
● 会　場　市民センター文化ホール
● 内　容　講演、紙芝居など
● 演　題　わたしもあなたも出番で〜す
　　　　　〜まず一歩！違う景色が見えるから〜
● 講　師　潮

しおたに

谷 義
よ し こ

子 さん（前熊本県知事）
● 対象者　どなたでも参加できます
● 参加費　無　料
※事前の申し込みは不要です

■『伊萬里まちなか一番館』とは？
　旧伊万里信用金庫本店跡（旧黒澤明記念館サテライト
スタジオ）を、『市民と行政との協働による中心市街地
の活性化に寄与すること』、『まちなかに賑

にぎ

わいを取り戻
すこと』を目的にリニューアルするもので、運営は『伊
万里まちなか活性化運営協議会』が行います。

　『伊萬里まちなか一番館』（旧伊万里信用金庫本店跡）が、11 月３日（木・祝）午後１時 30 分にオープン
します。これに伴い、出店者、利用者を募集します。たくさんの応募、利用をお待ちしています。

※一時保育（６か月〜就学前の子ども）、手話通訳を希望
する場合は、10 月 26 日（水）までに市男女協働・ま
ちづくり課へ申し込んでください

● 問合先　
　佐賀県立男女共同参画センター（０９５２㉖００１１）

　男女協働・まちづくり課（　 ☎㉓２１１５）

『伊萬里まちなか一番館』がオープン！

 ◆ イベント・ギャラリースペース（午前10時～午後10時）
市民活動団体の活動の場、各種イベント・作品展など
広く市民が利用できるスペース

 ◆ 飲食スペース（午前 10 時～午後６時 30 分）
地元の旬の食材を使った食事を提供し、気軽に休憩で
きるスペース

 ◆ 商業スペース（午前 10 時～午後７時）
レンタルボックスを中心とした伊万里の特産品など魅
力ある商品の展示・販売を行うスペース

 ◆ 観光ＰＲスペース（午前 10 時～午後７時）
市内の観光ＰＲ案内スペース

 ◆ 情報発信スペース（午前 10 時～午後７時）
施設内外のまちなかイベント情報を企画・発信するス
ペース

 ◆ 交流スペース（午前 10 時～午後５時）
未就学児（６歳まで）とその保護者などを対象とした
室内遊具コーナー・図書コーナー・休憩コーナーなど
各世代が楽しく時間を共有できるスペース

３
Ｆ

２
Ｆ

１
Ｆ

各フロアの紹介

まちなかコミュニティの場

第一歩を踏み出すための公開講座

イベント・ギャラリースペース利用者募集（２階）

ボックス・ギャラリー出店者募集（１階）
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伊万里市立花町１３５５番地１

総務部　情報広報課　広報係　行

伊万里市役所

〒８４８- ８５０１

ＰＯＳＴ　ＣＡＲＤ

あなたの年齢、性別、お
住まいを教えてください

■年齢

（　　　）歳

■性別

　男　・　女

■お住まいの地区

　伊万里・牧島・大坪・
　立花・大川内・黒川・
　波多津・南波多・大川・
　松浦・二里・東山代・
　山代・市外

↓切り取り線

郵送する場

合は50円切

手を貼って

ください

● 募集期間　　10 月３日（月）～ 10 月 31 日（月）

● 提出方法　　下記のアンケート用紙の表面・裏面の両方

に記入後ハサミなどで切り取り、市役所や公民館に設置

している『アンケート回収箱』に投函するか、50 円切

手を貼って近くのポストから郵送してください

● アンケート回収箱設置場所

　市役所総合案内、市民図書館、各町公民館

※回収箱に投函する場合、切手は不要です

※回収箱は 10 月末まで設置します。なお、郵送の場合、

　回答期限はありません

● 提出・問合先　情報広報課広報係（　 ☎㉓４３１３）

　広報伊万里では、今

後、市民の皆さんの意

見をできるだけ紙面に

生かしていきたいと考

えています。『広報につ

いてのアンケート』に、

ぜひ、ご協力をお願い

します。【裏面ハガキ８

ページにもご記入くだ

さい】

広報紙について『あなたの声』を聞かせてください

　市民と行政との間を身近な情報でつな
ぐまちの広報紙は、よく『住民と行政を
つなぐパイプ役』に例えられます。広報
紙を通して、まちとそこに住む人が共通
の意識を持ち、お互いの信頼関係を築い
ていくためには、読者である皆さんの声
が欠かせません。
　広報伊万里は、これまでもこれからも
伊万里のまちの姿を綴

つづ

っていきます。ま
ちのみんなで作る広報紙に、たくさんの
意見、感想をお待ちしています。

市民の皆さんに愛される『広報伊万里』をめざします

　
市
民
へ
の
消
費
喚
起
に
よ
る
地
域
経

済
活
性
化
と
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支

援
を
目
的
と
し
て
、
義
援
金
付
き
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

●

 

販
売
期
間
　
10
月
29
日
（
土
）
〜

　
平
成
24
年
１
月
31
日
（
火
）

※
完
売
次
第
、
終
了
し
ま
す

●

 

使
用
期
間
　
10
月
29
日
（
土
）
〜

　
平
成
24
年
１
月
31
日
（
火
）

●

 

販
売
総
額
　
１
億
１
０
０
０
万
円

（
１
万
セ
ッ
ト
）

●

 

販
売
単
位
　
１
セ
ッ
ト
５
０
０
円

券
×
22
枚
（
県
内
共
通
券
８
枚
＋
市

内
限
定
券
14
枚
）

※
プ
レ
ミ
ア
ム
分
１
０
０
０
円
含
む

※
県
内
共
通
券
は
、
市
内
で
も
使
用
で

き
ま
す

●

 

販
売
価
格
　
１
セ
ッ
ト
１
万
円

※
１
セ
ッ
ト
当
た
り
１
０
０
円
の
義
援

金
を
別
途
い
た
だ
き
ま
す

●

 

購
入
制
限
　
１
人
当
た
り
10
セ
ッ
ト

を
限
度
と
し
ま
す

●

 

販
売
場
所
　
伊
万
里
商
工
会
議
所
ほ

か
市
内
各
所
で
販
売
予
定

※
詳
細
は
後
日
、
新
聞
折
り
込
み
チ
ラ

シ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

●

 

問
合
先
　
　
伊
万
里
商
工
会
議
所

（
☎
㉒
３
１
１
１
）

販
売
し
ま
す

『
義
援
金
付
き

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
』

佐
賀
き
ず
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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↓切り取り線

Ｑ .『広報伊万里』（毎月１日発行）、『市役所だより』を読んでいますか？（□に✓を
　　つけてください）
　　□毎回読んでいる　□たまに読んでいる　□読んでいない

Ｑ . よく読むコーナーはどれですか？（複数回答可）
【広報伊万里】　□すべて　□表紙　□特集　□インフォメーション伊万里　
　　　　　　　□みんなの広場　□教育と文化　□ほがらかページ　
　　　　　　　□ドクターズ・アイ　□わが家のアルバム　□ほほえ美さん
　　　　　　　□スポーツ　□くらしのチャンネル　□編集室から　□裏表紙

【市役所だより】□すべて　□お知らせ、募集、しけん　□こんにちは図書館です
　　　　　　　□ご寄付　□保健コーナー

Ｑ . 今後もっと知りたいことや、ご意見、ご要望など自由にご記入ください

Ｑ . 行政からのお知らせ情報などを掲載した携帯版ホームページがあれば、読みたいで
　　すか（□に✓をつけてください）
　　□ぜひ、読んで活用したい　□どちらでもよい　□必要ない

　表面・裏面の両方に記
入後、市役所や市民図書
館、公民館に設置してい
る『アンケート回収箱』
へ投函するか、50円切手
を貼って近くのポストか
ら郵送してください。

回収箱設置場所
市役所総合案内、市民図
書館、各町公民館（伊万里・
牧島・大坪・立花・黒川・
波多津・南波多・大川・
松浦・二里・東山代・山代）

※回収箱に入れる場合、
切手は不要です

※回収箱は10月末まで
　設置します。郵送の場
　合、回答期限はありま
　せん

※７ページからの続き

還付金詐欺にご注意を！

社会保険庁や市町村の職員を名乗
り、「あなたの医療費の還付金が

あり、お金を口座に振り込みます」など
と家にかかってくる電話から始まります。

「お金が戻ってくるなんて嬉しい」
「お金を返してもらわないと損を

する」と思ってついつい話に乗ってしま
うと、銀行口座を確認され、言葉巧みに
ＡＴＭに誘導する犯人の手口に乗ってし
まいます。

そして、ＡＴＭで電話の指示ど
おりに操作すると、犯人の口座

にお金を振り込んでしまいます。（職員
がＡＴＭの操作を持ちかけることは絶対
にありません）

　もし、このような不審な電話があった場合には、相手の
氏名や電話番号を聞き、下記までお問い合わせください。
● 問合先
　佐賀県後期高齢者医療広域連合（☎０９５２64 ８４７６）

　市長寿社会課医療保険係（☎㉓２１５３）

　全国で後期高齢者医療の還付金詐欺が多発していま
す。今回は、還付金詐欺の主な手口を紹介しますので、
被害を受けないようご注意ください。

気をつけましょう！これが詐欺の手口です

1

３

２
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救
急
の
日
、

市
内
６
事
業
所
を
救
急
優
良
事
業

所
に
認
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

救
急
講
習
の
受
講
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
設
置
な

ど
の
条
件
を
満
た
し
た
事
業
所
を

消
防
長
が
認
定
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
認
定
制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
よ

り
、
消
防
機
関
へ
の
迅
速
な
通
報
や

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
適
切
な

応
急
処
置
な
ど
、
事
業
所
と
の
協
働

に
よ
る
救
命
率
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
認
定
さ
れ
た
救
急
優
良
事
業
所

▽
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
ハ
ウ
ス
サ
ン

テ
ィ
ー
ル

▽
緒
方
ビ
ー
ト
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

▽
社
会
福
祉
法
人
東
方
会
瑠
璃
光
苑

▽
テ
ラ
サ
キ
伊
万
里
㈱

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン

パ
ラ
ン
い
ま
り

▽
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
伊
万
里
店

※
あ
な
た
の
事
業
所
も
認
定
を
受

け
ま
せ
ん
か

●

 

連
絡
先
　
消
防
本
部
救
急
室

（
☎
㉓
２
１
１
７
）

救
急
優
良
事
業
所
認
定
制
度
が
ス
タ
ー
ト

協
働
に
よ
る
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

↑
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
救

急
優
良
事
業
所
の
皆
さ
ん
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歳
の
時
に
や
っ
と
小
学
校
に
入

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
初

は
何
も
分
か
ら
ず
、
成
績
も
良
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、

他
の
子
ど
も
が
下
校
し
た
後
も
、

い
つ
も
教
師
の
退
勤
時
間
ま
で

自
習
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
２
年
生
に
な
る
と
、
次
第
に
成

績
が
良
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の

時
、
と
て
も
怖
い
先
生
が
私
の
ク

ラ
ス
を
担
任
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
先
生
は
体
罰
が
好
き
で
、

生
徒
は
あ
ま
り
の
恐
さ
に
毎
日

ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
ま
し
た
。
私

は
班
長
と
し
て
先
生
の
手
伝
い

を
し
て
い
た
の
で
、
あ
ま
り
体

罰
を
受
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

一
度
だ
け
『
７
』
を
『
１
』
に

見
え
る
よ
う
に
書
い
た
の
で
、

足
で
お
尻
を
蹴
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
学
生
に
な
る
と
、
先
生
が
優

し
く
、
あ
ま
り
体
罰
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
、
学
校
ま
で
自

転
車
で
40
分
ぐ
ら
い
か
か
る
の

で
通
学
が
大
変
で
し
た
。
雨
の
日

は
泥
道
で
車
輪
が
動
か
な
く
な

る
た
め
、
普
段
と
は
逆
に
私
が

自
転
車
を
担
い
で
歩
き
ま
す
。

冬
は
と
て
も
寒
く
、
指
先
が
あ

ま
り
に
も
痛
く
て
泣
き
た
く
な

く
て
も
涙
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
中
学
校
で
は
、
３
年
に
な
る

時
に
試
験
が
あ
っ
て
、
成
績
の

　
中
国
の
学
制
は
、
日
本
と
ほ

ぼ
同
じ
で
す
。
義
務
教
育
は
小

学
校
の
６
年
間
、
中
学
校
の
３

年
間
で
す
。高
校
は
３
年
間
で
、

大
学
は
３
年
間
と
４
年
間
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
よ
う

な
短
期
大
学
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
が
生
ま
れ
た
の
は
瀋し
ん
よ
う陽

か

ら
近
い
鉄て

つ
れ
い嶺

市
の
陽よ

う
も
く木

村
と
い

う
小
さ
い
村
で
す
。
人
口
は
約

千
人
で
、
小
学
校
が
１
つ
あ
り

ま
す
。
当
時
、
農
村
に
は
保
育

園
や
幼
稚
園
が
な
く
、
学
齢
前

教
育
は
両
親
が
や
っ
て
い
て
、

普
通
は
数
字
の
数
え
方
や
漢
詩

の
暗
唱
な
ど
を
習
い
ま
す
。

　
７
歳
（
満
６
歳
）
の
時
、
親

が
小
学
校
に
入
学
さ
せ
よ
う
と

し
ま
し
た
が
、
私
は
体
が
弱
く

て
小
さ
く
見
え
ま
し
た
の
で
、

受
け
入
れ
て
く
れ
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
人
口
が
少
な
く
、
２

年
に
一
度
し
か
生
徒
を
募
集
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
私
は
９

何  

慶
海
（
カ  

ケ
イ
カ
イ
）

▽
１
９
７
９
年
遼
寧
省
生
ま
れ

31
歳

▽
沙
河
口
区
人
力
資
源
和
社
会

　
保
障
局
勤
務

▽
平
成
14
年
、
日
本
語
国
際
一

　
級
試
験
に
合
格

慶
海
の
伊
万
里
見
聞
録 

④

中
国
大
連
市 

公
務
研
修
生

言
為
心
声 

　
今
回
と
次
回
は
、
私
自
身
の

経
験
を
通
し
て
、
中
国
の
学
校

教
育
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

良
い
学
生
が
一
つ
の
ク
ラ
ス
に

集
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ク
ラ
ス

は『
重
点
班（
エ
リ
ー
ト
ク
ラ
ス
）』

と
言
わ
れ
て
い
て
、
一
番
良
い
先

生
が
教
え
、
管
理
も
厳
し
い
も
の

で
し
た
。
私
た
ち
生
徒
は
、
良
い

高
校
に
入
る
た
め
、
毎
日
一
生

懸
命
に
勉
強
し
ま
し
た
。

　
鉄
嶺
市
に
は
四
つ
の
高
校
が

あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
『
重

点
高
校
』
で
し
た
。
こ
の
高
校

は
全
市
の
優
れ
た
教
師
と
学
生

が
集
ま
り
ま
す
か
ら
、
大
学
へ

の
進
学
率
が
高
い
の
で
す
。
他

の
高
校
は
大
学
へ
の
進
学
率
が

と
て
も
低
く
、
卒
業
生
は
専
門

学
校
な
ど
に
進
学
し
ま
す
。

　
そ
の
こ
ろ
の
農
村
は
と
て
も

貧
乏
で
し
た
。
大
学
に
入
る
こ

と
は
、
貧
乏
な
農
村
生
活
か
ら

抜
け
出
し
、
都
市
で
就
職
し
て

新
し
い
生
活
を
手
に
入
れ
る
唯

一
の
道
で
し
た
。
で
す
か
ら
『
重

点
高
校
』
へ
の
進
学
競
争
は
と

て
も
激
し
か
っ
た
の
で
す
。

【
次
回
へ
続
く
】

貧しい生活から抜け出すため、懸命に勉強しました

　
伊
万
里
市
交
通
安
全
計
画
は
、

市
民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産

を
保
護
し
、
市
民
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
交
通
社
会
の
実
現
を
図

る
た
め
、
本
市
に
お
い
て
取
り
組

む
べ
き
交
通
安
全
に
関
す
る
施
策

の
大
綱
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　
伊
万
里
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

８
次
に
わ
た
る
計
画
を
作
成
し
、

交
通
事
故
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
が
、
前
回
作
成
し
た
第

８
次
伊
万
里
市
交
通
安
全
計
画
の

計
画
期
間
が
昨
年
度
ま
で
で
終
了

し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
新
た
に
、
今
年
度
か
ら

平
成
27
年
度
ま
で
の
５
か
年
間
の

第
９
次
伊
万
里
市
交
通
安
全
計
画

（
案
）
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ

の
案
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
第
９
次
伊
万
里
市
交
通
安
全
計
画（
案
）に
つ
い
て

 

　
　
　
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

パブリックコメント案内
◆公表する案および資料
　第９次伊万里市交通安全計画 ( 案）
◆意見募集期間　10 月１日（土）～ 25 日（火）
◆案の公表先・入手先
①総務課または情報広報課市民サービス係
②各町公民館または市民図書館
③市のホームページ　http://www.city.imari.saga.jp/
◆意見の提出方法
　住所・氏名（または団体）を明記のうえ次のいずれか

の方法により提出してください
　なお、お寄せいただいた意見については、その概要

と市の考え方を市のホームページなどで公表します
▷電子メール　soumu@city.imari.lg.jp
▷郵　便　　　〒 848-8501
　　　　　　　伊万里市立花町 1355 番地１
　　　　　　　伊万里市役所　総務課　あて
▷直接提出　　案の公表先①か②へ提出してください
▷ファックス　０９５５㉒７２１３
◆問合先　総務課安全安心係（　 ☎㉓２１２３）
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「
横
綱
の
安
定
感
」
な
ど
の
よ
う

に
『
安
定
感
』
と
い
う
言
葉
が
よ

く
使
わ
れ
ま
す
。
先
月
、
野
田
総

理
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
新
政
権

の
安
定
感
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

さ
て
、
季
節
の
安
定
感
と
い
う
点

で
は
、
10
月
が
一
番
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
10
月
こ
そ
、
読
書
の
秋

や
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
収
穫
の
秋
と
言

わ
れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
月
で
す
。

特
に
私
が
10
月
に
安
定
感
を
感
じ

る
理
由
は
、
一
年
中
で
最
も
自
然
災

害
が
少
な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
年
は
３
月
の
東
日

本
大
震
災
に
始
ま
り
、
９
月
初
旬
に

は
近
畿
地
方
で
台
風
や
大
雨
に
よ

る
土
砂
崩
れ
な
ど
が
発
生
し
、
多
く

の
生
命
と
財
産
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
の
中
で
も
台
風
な
ど
は
予

知
で
き
ま
す
が
、
今
回
の
福
島
第

一
原
発
の
よ
う
な
原
子
力
災
害
は
、

地
震
が
原
因
だ
っ
た
と
は
い
え
、

な
か
な
か
予
見
で
き
ま
せ
ん
。

　

伊
万
里
市
は
玄
海
原
発
か
ら
30

キ
ロ
圏
内
に
約
98
％
の
市
民
が
生

活
し
て
い
ま
す
の
で
、
も
し
も
の
場

合
の
備
え
が
必
要
で
す
。
そ
の
よ
う

な
中
、
佐
賀
県
は
８
月
に
原
子
力
災

害
暫
定
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
伊
万
里
市
民

は
原
発
事
故
の
際
、
武
雄
市
、
鹿
島

市
、
嬉
野
市
、
有
田
町
、
太
良
町
に

避
難
す
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
月
、
武
雄
市
と
伊
万
里
市
の
共

同
で
原
子
力
災
害
訓
練
を
行
い
、
玄

海
原
発
か
ら
約
17
キ
ロ
に
位
置
す

る
黒
川
町
福
田
区
の
住
民
21
名
が

武
雄
市
の
東
川
登
公
民
館
に
避
難

し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
武
雄
市
に

は
、
伊
万
里
市
民
の
３
割
が
避
難
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
回
の
本

番
さ
な
が
ら
の
避
難
訓
練
は
、
た
い

へ
ん
有
意
義
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

電
力
の
安
定
感
と
い
う
点
で
は
、

原
子
力
発
電
の
存
在
は
必
要
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
っ
た
ん
事
故

が
発
生
し
た
場
合
は
、
国
民
生
活

の
安
定
感
は
大
き
く
揺
ら
ぎ
ま
す
。

い
ま
だ
に
多
く
の
国
民
が
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
思
う
と
、
い
つ
な
ん
ど
き
事
故

が
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
原
発

と
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
べ
き
か
、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
訓
練
で
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、「
遠
く
の
親
戚

よ
り
近
く
の
他
人
」
と
言
い
ま
す

が
、
温
か
く
受
け
入
れ
て
い
た
だ

い
た
武
雄
市
の
皆
さ
ん
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

安
定
感

市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和

● 

助
成
対
象
者

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

▽
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人

▽
過
去
に
こ
の
補
助
金
を
利
用
し
て

い
な
い
人

▽
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

● 

助
成
対
象
住
宅
　
市
内
に
自
ら
居

住
し
、
所
有
し
て
い
る
住
宅
（
延

べ
床
面
積
50
㎡
以
上
）
で
、
建
築

基
準
法
に
適
合
し
て
い
る
も
の

※
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
集
合
住
宅
は

個
人
専
有
部
分
（
50
㎡
以
上
）

※
店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅
は
個
人

住
宅
部
分
（
２
分
の
１
以
上
、
50

㎡
以
上
）

● 

対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

県
内
事
業
者
が
請
け
負
っ
て
行

う
、
増
築
、
改
築
、
修
繕
、
模
様

替
え
お
よ
び
機
能
維
持
も
し
く

は
向
上
の
た
め
の
工
事

※
該
当
す
る
工
事
内
容
に
つ
い
て

は
、
問
合
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い

※
助
成
金
の
申
請
後
に
着
手
す
る
も

の
で
、
平
成
24
年
３
月
９
日(

金)

平
成
23
年
度
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
助
成
事
業

　
市
は
、
住
宅
の
質
の
向
上
お
よ
び
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
県
内
の
施
行
業
者
に
工
事
を
発
注
し

て
、
現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
す
る
場
合
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

ま
で
に
工
事
が
完
了
し
、
実
績
報

告
書
が
提
出
で
き
る
も
の
に
限

り
ま
す

● 

助
成
金
の
額

▽
基
本
助
成
金
（
限
度
額
20
万
円
）

50
万
円
（
消
費
税
込
み
）
以
上
の

助
成
対
象
工
事
に
15
％
を
乗
じ

て
得
た
額（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

▽
加
算
助
成
（
限
度
額
20
万
円
）

機
能
向
上
の
対
象
工
事
項
目
ご

と
に
定
め
た
額
（
１
～
10
万
円
）

● 

受
付
期
間

▽
第
１
回
募
集
期
間
　
10
月
20
日

(

木)

～
11
月
10
日(

木)

　
対
象
工
事
の
想
定
工
期
が
約
３
か

月
以
内
の
も
の

▽
第
２
回
募
集
期
間
　
12
月
１
日

(

木)

～
12
月
９
日(

金)

　
対
象
工
事
の
想
定
工
期
が
約
２
か

月
以
内
の
も
の

▽
第
３
回
募
集
期
間
　
平
成
24
年
１

月
６
日(

金)

～
13
日(

金)

　
対
象
工
事
の
想
定
工
期
が
約
１
か

月
以
内
の
も
の

※
第
２
回
目
以
降
に
つ
い
て
は
、
工

事
期
間
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

※
予
算
枠
を
超
え
た
場
合
は
、
そ
の

時
点
で
受
付
を
締
め
切
り
ま
す

※
そ
の
場
合
、
２
回
目
以
降
の
募
集

を
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
　

● 

申
込
方
法

▽
申
込
・
相
談
窓
口
　
市
役
所
２
階

の
建
設
課
建
築
住
宅
係
に
直
接

提
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
５
時(

平
日
の
み)

▽
申
請
書
類
　
建
設
課
建
築
住
宅
係

の
窓
口
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
入
手
で
き
ま
す

　助成事業の内容や申請に当たっての注意事項など、市民や
工事事業者の皆さんを対象に説明会を開催します。
● 日　時　10 月 14 日（金）午前 10 時〜
● 会　場　市役所大会議室（４階）
● 対象者　申請者、工事事業者など
● 定　員　60 名（事前申し込みが必要です）
※申請書類を当日配布します
※説明会に参加しなくても申請は可能です

あ
な
た
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
応
援
し
ま
す

● 

問
合
先
　
建
設
課
建
築
住
宅
係
（
　
☎
㉕
９
２
７
３
）

事業説明会にご参加ください
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10 月の町民スポーツ
２日（日）
● 二里町民グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会　二里小学校
９日（日）
● 立花地区町民運動会
　午前８時開会　立花小学校
10 日（月・祝）
● ニュースポーツ交流会
　午前９時開会　大川内小学校
16 日（日）
● 東山代町民体育大会
　午前８時40分開会　東山代小学校
23 日（日）
● 夢みさきクロスカントリー大会
　午前８時 40 分開会　

　いまり夢みさき公園
30 日（日）
● 大坪地区町民運動会
　午前８時開会　伊万里中学校
● 南波多町内一周駅伝大会
　午前８時 30 分開会　南波多町内
● ふたさとウォーキング大会
　午前９時開会　二里町内（腰岳周辺）
● 松浦町民グラウンド・ゴルフ大会
　午前 10 時開会　松浦運動広場ほか

　
９
月
７
日
、
第
65
回
市
老
人
ク

ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
国
見

台
球
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
愛
好
者
相
互
の
親
睦
と
体
力

づ
く
り
を
目
的
に
、
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
が
毎
年
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は
市
内

か
ら
30
チ
ー
ム
、
約
２
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
技
術
と
頭
脳
を
発
揮
し

た
チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
連
続
で
、
少

し
汗
ば
む
陽
気
の
な
か
、
白
熱
し

た
好
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
上
位
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

※
上
位
２
チ
ー
ム
は
、
10
月
５
日
開

催
の
県
老
連
大
会
に
出
場
し
ま
す

▼
優
　
勝
　
東
山
代
Ａ（
東
山
代
町
）

▼
準
優
勝
　
重
　
橋
（
南
波
多
町
）

▼
３
　
位
　
大
川
内
Ａ（
大
川
内
町
）

↑
各
チ
ー
ム
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
発
揮

　
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
を

　
楽
し
み
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た 東

山
代
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝

技
術
と
頭
脳
と

チ
ー
ム
プ
レ
ー

第
65
回
市
老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
第
20
回
伊
万
里
市
連
盟
会
長
杯

争
奪
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
９
月

11
日
、
国
見
台
庭
球
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
54
ペ
ア
総
勢
１
０
８
人

が
出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
な
お
、
上
位
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

【
一
般
男
子
の
部
】

▼
優
　
勝
　
樋
口
・
鷹
田
組

（
チ
ー
ム
Ｓ
Ｈ
Ｓ
）

▼
準
優
勝
　
福
島
・
小
山
組

（
有
田
ク
ラ
ブ
）

▼
３
　
位
　
下
平
・
池
田
組

（
伊
万
里
市
連
盟
）

　
　
　
　
　
久
保
・
田
中
組

（
伊
万
里
高
校
）

【
一
般
女
子
の
部
】 

▼
優
　
勝
　
山
口
・
地
原
組

（
伊
万
里
高
校
）

↑一球のボールをめぐる迫力ある
攻防は、まさにネットを挟んだ
格闘技といったところ

市
連
盟
会
長
杯
争
奪

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

【
A
パ
ー
ト
】

▼
１
位 

山
崎
康
則

（
古
賀
Ｇ
・
Ｇ
愛
好
会
）

▼
２
位 

岩
本
重
實
（
木
須
団
地
）

▼
３
位 

鳥
井
正
寛
（
八
谷
搦
）

【
Ｂ
パ
ー
ト
】 

▼
１
位 

小
松
正
義 

★

　
　
　
　
　
　 

（
藤
川
内
ク
ラ
ブ
）

▼
２
位 

片
岡
義
治
（
川
東
友
好
会
）

▼
３
位 

奥
本
幸
吉
（
黒
塩
会
）

【
Ｃ
パ
ー
ト
】

▼
１
位 

馬
場
文
雄
（
あ
さ
ひ
が
丘
）

▼
２
位 

本
山
正
之
（
川
東
友
好
会
）

▼
３
位 

大
久
保
靖
幸（
大
川
愛
好
会
）

【
総
合
優
勝
】
山
崎
康
則

（
古
賀
Ｇ
・
Ｇ
愛
好
会
）

※
★
印
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
（
１

ゲ
ー
ム
に
３
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
）

● 

期 

日
　
９
月
11
日
（
日
）

● 

会 

場
　
国
見
台
球
技
場
ほ
か

第
13
回
ラ
イ
オ
ン
ズ
杯
争
奪

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

▼
準
優
勝
　
力
武
・
力
武
組

（
有
田
ク
ラ
ブ
）

▼
３
　
位
　
犬
塚
・
池
田
組

（
伊
万
里
農
林
高
校
）

　
　
　
　
　
森
・
岩
﨑
組

（
伊
万
里
高
校
）

【
シ
ニ
ア
55
の
部
】

▼
優
　
勝
　
筒
井
・
杉
本
組

（
有
田
ク
ラ
ブ
）

▼
準
優
勝
　
池
田
・
山
浦
組

（
伊
万
里
市
連
盟
）

▼
３
　
位
　
田
口
・
米
満
組

（
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）

（敬称略）

10 月の市民スポーツ
２日（日）
● 伊万里スポーツデイ
　午前８時 30 分　ペタンク大会
　（国見台球技場）
　午前９時 30 分　キッズスポーツフ
　ェスティバル（国見台陸上競技場）
９日（日）
● 市民バレーボール大会
　午前８時 30 分開会　国見台体育館
10 日（月・祝）
● 国見台陸上カーニバル
　午前９時開会　国見台陸上競技場
13 日（木）
● 市老連シルバー体育大会
　午前９時 30 分開会　国見台球技場
15 日（土）
● 小学校陸上運動大会
　午前8時15分開会　国見台陸上競技場
15 日（土）、16 日（日）
● 県民体育大会
　午前８時 50 分開会　鳥栖市周辺
20 日（木）
● ふれあいいきいき

グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会

　国見台陸上競技場ほか
29 日（土）、30 日（日）、11 月３日（木）
● 市長旗争奪伊万里地区

高等学校野球秋季大会
　午前９時開会　国見台野球場
30 日（日）
● 市近郊ジュニアバドミントン選手権
　午前９時分開会　国見台体育館
11 月３日（木・祝）
● 伊西地区中学生新人ソフトテニス大会
　午前８時 30 分開会

　有田中央運動公園庭球場ほか
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　地域の防火や防災に活躍している消防団の訓練を披露す

る消防団夏季点検が消防本部で行われました。午前６時30

分からの訓練には市内12分団から787人が参加。市長な

どによる観閲式の後、分団ごとに通常点検、小隊訓練が行

われ、団員たちは、独特な緊張感のなか、日ごろの訓練の

成果を発揮。会場からは感嘆の拍手が送られていました。

↑キビキビとした動きを見せる各消防団による通常点検の様子

　　　伊万里市消防団夏季点検結束と士気あふれる訓練成果披露

　市民の防災意識の向上と地区防災会の強化を図るため、

伊万里市防災講演会が市民会館で行われ、約 800人が来

場しました。特別講演をした片田敏孝氏は、釜石市の防災

危機管理アドバイザーとして指導した小中学生約 3,000

人が、東日本大震災の際、無事に避難した時の状況などを

紹介し、『自分の命を守ることに主体的たれ』と訴えました。

↓防災について熱く語る群馬大学大学院教授・片田敏孝氏

　　　伊万里市防災講演会釜石の奇跡から学ぶ防災教育

8.28

8.28

まちの話題

みんなの広場

　市国際交流協会による多文化交流事業が波

多津町で開催されました。これは、市内に住

む外国籍住民と市民が交流することにより、

伊万里を知り、お互いの文化を理解すること

で共生の輪を広げようという試みです。この

日は、中国やインドネシア、カナダ籍の９人が

参加し、波多津町や市内各団体の皆さん約30

人と交流。田嶋神社やあぐり山の見学のほか、

塩の袋詰め体験などで楽しく交流を深めると

ともに、伊万里の良さを実感していました。

　　　 市国際交流協会が多文化交流事業お互いの良さを楽しく実感

↓クルーザーに乗って、いろは島を遊覧しながら交流を深める参加者の皆さん

9.11

地元特産の塩づくりを見学田嶋神社で日本文化を体感 山海の幸をバーベキューで堪能

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ
みんなの広場

このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）
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佐
賀
県
内
で
は
着
飾
っ
て
踊

る
群ぐ

ん

舞ぶ

を
浮
立
と
い
い
ま
す
。

江
戸
時
代
、
市
内
で
は
町
部
を

の
ぞ
く
農
村
部
の
ほ
と
ん
ど
で
、

浮
立
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
市
内

の
浮
立
は
、
舞
浮
立

に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
内

の
浮
立
は
、
そ
の

発
生
地
か
ら
、
山

内
系
浮
立
、
西
有

田
系
浮
立
、
そ
の

両
方
の
要
素
を

も
っ
た
浮
立
の
３

つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
南
波
多
町
府
招
で
も
、
江
戸

時
代
か
ら
浮
立
が
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
毎
年
10
月
第
２
日
曜

日
に
地
区
の
氏
神
、
愛あ

た

宕ご

権ご
ん

現げ
ん

社し
ゃ

の
秋
祭
り
に
、
浮
立
を
奉
納

し
ま
す
。

　
佐
賀
県
西
部
に
舞
浮
立
は
多

く
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
府

招
浮
立
は
、
そ
の
な
か
で
、
も
っ

と
も
華
麗
な
も
の
で
す
。

　
昭
和
43
年
（
１
９
６
８
）
に

佐
賀
県
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
、
昭
和
62

年
（
１
９
８
７
）

に
は
国
の
記
録
作

成
の
措
置
を
講
ず

べ
き
無
形
の
民
俗

文
化
財
の
選
択
を

受
け
ま
し
た
。

　
市
内
の
浮
立
で

は
、
も
っ
と
も
多

い
、
三
十
三
の
演え

ん

目も
く

を
伝
承
し

て
い
ま
す
。
演
目
数
が
多
く
娯

楽
性
が
高
い
こ
と
は
、
山
内
系

浮
立
の
特
色
で
す
。

　
府
招
浮
立
は
、
武
雄
市
山
内

町
か
ら
武
内
町
に
か
け
て
の
地

域
で
う
ま
れ
た
山
内
系
浮
立
だ

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
府ふ

招
ま
ね
き

浮ふ

立
り
ゅ
う

〜 

佐
賀
県
内
で
、
も
っ
と
も
華
麗
な
舞ま

い

浮ぶ

立り
ゅ
う。

山
内
系
浮
立  

〜

　
　
　
伝
統
の
祭
り
や
行
事 

㉜

◆
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

　
　
　（
☎
㉓
３
１
８
６
）

伊
万
里
市
男
女
恊
働
参
画
懇
話
会
　
い
ま
り
プ
ラ
ザ

　
　
男
女
が
と
も
に
働
き
続
け
る
た
め
に

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行

さ
れ
25
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
の
国
の
調
査
に
よ
り

ま
す
と
、
女
性
雇
用
者
は
過
去
最

多
の
２
３
２
９
万
人
（
雇
用
者
全

体
の
43
％
）
で
、
雇
用
者
総
数
に

占
め
る
非
正
規
社
員
の
割
合
は
、

女
性
は
男
性
の
３
・
５
倍
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
21
年
度
県
民
意
識

調
査
で
は
、『
夫
は
外
で
働
き
妻
は

家
庭
を
守
る
べ
き
』
と
の
考
え
方

が
、
５
年
前
の
調
査
に
比
べ
て
微

増
し
、
女
性
が
仕
事
を
持
つ
こ
と

に
対
す
る
考
え
方
と
し
て
は
、『
子

ど
も
が
で
き
た
ら
中
断
し
、
手
が

か
か
ら
な
く
な
っ
て
か
ら
再
び
持

つ
方
が
よ
い
』
が
男
女
と
も
に
多

い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
女
性
の
働
き
方
は
、
以
前
か

ら
『
Ｍ
字
型
カ
ー
ブ
』
で
表
さ
れ
、

い
っ
た
ん
退
職
す
る
と
再
就
職
の

際
、
正
規
社
員
の
働
き
口
が
見
つ

か
り
に
く
い
こ
と
や
家
事
や
育
児

に
合
わ
せ
て
働
く
た
め
に
非
正
規

社
員
と
な
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
伊
万
里
市
で
も
多
く
の
女
性
が

働
い
て
い
ま
す
。
そ
の
働
き
方
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
仕
事
を
持
ち

な
が
ら
の
子
育
て
や
家
事
な
ど
負

担
が
大
き
い
の
が
実
情
で
す
。

　
男
女
が
と
も
に
働
き
続
け
る
た

め
に
、
ま
ず
、『
男
性
は
仕
事
、
女

性
は
家
庭
』
の
考
え
を
な
く
す
こ

と
が
大
切
で
す
。
家
庭
で
は
、
家

事
や
育
児
を
そ
の
時
で
き
る
人
が

行
い
ま
し
ょ
う
。
雇
用
者
側
は
、

育
児
休
業
制
度
や
再
雇
用
制
度
の

活
用
を
進
め
る
こ
と
で
ベ
テ
ラ
ン

社
員
を
確
保
で
き
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
今
日
で

は
、
男
女
ど
ち
ら
の
労
働
力
も
必

要
不
可
欠
で
す
。
家
庭
や
地
域
、

そ
し
て
雇
用
の
場
で
、
今
こ
そ
意

識
改
革
と
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
出
前
講
座
を
希
望
す
る
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い

●

連
絡
先
　

　
男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　 

（
☎
㉓
２
１
１
５
）

　
８
月
26
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で

同
和
問
題
講
演
会
が
盛
会
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
が
毎

年
８
月
の
同
和
問
題
啓
発
強
調
月

間
の
取
り
組
み
と
し
て
、『
差
別
の

な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
』
を
一

層
推
進
し
、
同
和
問
題
を
は
じ
め

と
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
対

す
る
市
民
の
正
し
い
理
解
と
認
識

を
深
め
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。
今
年
は
、
歌
手
の
こ
ま

ど
り
姉
妹
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

『
生
き
る
た
め
に
歌
う
の
よ
』
と
題

同
和
問
題
講
演
会

し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
の
な
か
で
、
こ
ま
ど
り
姉

妹
さ
ん
は
、
生
い
立
ち
や
デ
ビ
ュ
ー

前
に
受
け
た
い
じ
め
、
生
死
を
さ

ま
よ
っ
た
大
病
な
ど
波
乱
万
丈
の

人
生
な
ど
、
姉
妹
の
絆

き
ず
な

の
深
さ
で

生
き
抜
い
て
き
た
経
験
を
涙
な
が

ら
に
語
り
、
優
し
さ
が
持
つ
力
や

温
か
さ
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。
ま

た
、『
ソ
ー
ラ
ン
渡
り
鳥
』
な
ど
の

歌
が
披
露
さ
れ
る
と
、
会
場
を
埋

め
つ
く
し
た
参
加
者
か
ら
は
、
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

↑互いになくてはならない存在     
　と語り合うこまどり姉妹さん

昨年行われた府招浮立の様子
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９
月
１
日
、
市
内
男
女
の
最
高

齢
者
を
塚
部
市
長
が
訪
問
し
、
長

寿
の
お
祝
い
に
、
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　
女
性
の
最
高
齢
者
は
、
新
天
町
の

前
田
キ
ヨ
さ
ん
、
１
０
８
歳
。
キ
ヨ

さ
ん
は
、
家
の
ま
わ
り
の
散
歩
を
日

課
に
し
て
い
る
ほ
ど
足
腰
が
し
っ
か

り
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
食
か
か
さ
ず

食
べ
、
た
ま
に
ビ
ー
ル
や
日
本
酒
も

た
し
な
ま
れ
る
そ
う
で
す
。
好
き
嫌

い
を
せ
ず
何
で
も
食
べ
、
特
に
刺
身

が
好
物
だ
と
い
う
キ
ヨ
さ
ん
。
長
生

き
の
秘ひ

け
つ訣

は
、「
く
よ
く
よ
と
考
え

ず
、
根
に
持
た
な
い
こ
と
」
と
の
こ

と
で
し
た
。
今
は
、
ひ
孫
と
会
う

こ
と
が
一
番
の
喜
び
だ
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
男
性
の
最
高
齢
者
は
、

東
山
代
町
に
住
む
辻
本
侃か

ん

一い
ち

さ

ん
、
１
０
４
歳
。
今
で
も
、
入
浴

は
一
人
で
す
ま
せ
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
も
眼
鏡
を
か
け
ず
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。
好
き

　
８
月
25
日
、
市
民
会
館
で
第
40

回
老
人
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

な
ど
約
１
０
０
０
人
が
参
加
し
、

会
場
は
満
員
。
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
大
会
式
典
、
講
演
、

演
芸
発
表
の
３
部
構
成
で
行
わ
れ
、

式
典
で
は
、
森
戸
吉
昭
市
老
連
会

長
が
「
私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
培
っ

た
知
恵
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぎ
、

お
互
い
支
え
合
い
な
が
ら
地
域
社

会
に
貢
献
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
ほ
か
、
前

市
老
連
副
会
長
の
野
口
マ
リ
さ
ん

ら
６
人
の
退
任
に
あ
た
り
感
謝
状

の
贈
呈
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
塚
製
薬
株
式
会
社
の

岩
﨑
央な

か

弥や

さ
ん
が
健
康
管
理
士
の

立
場
か
ら
『
熱
中
症
に
罹か

か

ら
な
い

よ
う
に
』
と
題
し
た
講
演
を
行
い
、

そ
の
後
の
演
芸
発
表
で
は
、
思
い

思
い
の
衣
装
に
身
を
包
み
、
趣
向

を
凝
ら
し
た
歌
や
踊
り
が
披
露
さ

れ
る
な
ど
参
加
者
は
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
玄
関
ホ
ー
ル
で
は
、
会
員
の
趣

味
の
創
作
作
品
展
も
開
催
さ
れ
、

書
や
陶
芸
な
ど
の
力
作
が
、
来
場

し
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。
　

嫌
い
な
く
何
で
も
食
べ
、
囲
碁
が

大
好
き
だ
っ
た
と
い
う
侃
一
さ
ん

に
長
生
き
の
秘
訣
を
尋
ね
る
と
、

「
物
事
を
前
向
き
に
捉
え
、
自
然
体

で
生
き
る
こ
と
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
佐
世
保
市
に
住
む
中
学
一
年

生
の
ひ
孫
さ
ん
と
将
棋
を
す
る
こ

と
が
何
よ
り
の
楽
し
み
だ
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

↑
会
場
が
盛
り
上
が
っ
た
演
芸
披
露

市
内
男
女
最
高
齢
者
を
塚
部
市
長
が
訪
問

新
天
町 

前
田
キ
ヨ
さ
ん   

東
山
代
町 

辻
本
侃か

ん

一い
ち

さ
ん

↑
１
０
８
歳
の
前
田
キ
ヨ
さ
ん

↑
１
０
４
歳
の
辻
本
侃
一
さ
ん

第
40
回
老
人
福
祉
大
会
開
催

『
創
造
と
連
帯
の
輪
を
広
げ
て
心
豊
か
な
21
世
紀
を
』

里
祭
地
産
グ
ル
メ
に
人
の
列

伊
万
里
白
露
短
歌
会

岡
本
　
榮
子

嫋た
を

や
か
な
枝
に
咲
き
み
つ
萩
の
花

　
や
さ
し
き
風
に
紅べ

に

零
し
を
り

松
尾
　
昭
良

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會
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大
お お く ぼ

久保 美
み さ と

里さん

★
お
仕
事
は
　
有
田
町
の
北
川
眼
科

に
勤
務
し
て
い
ま
す
✿
幅
広
い
年

齢
層
の
お
客
様
と
の
接
客
に
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
★

★
大
好
物
は
　
コ
カ
・
コ
ー
ラ
と

と
ん
こ
つ
ラ
ー
メ
ン
の
組
み
合

わ
せ
が
ベ
ス
ト

(^^)

★
休
日
の
過
ご
し
方
は
　
レ
ゲ
エ

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
野
外
の
イ
ベ

ン
ト
に
よ
く
行
き
ま
す
♪
今
年

の
ど
っ
ち
ゃ
ん
祭
り
で
は
女
み

こ
し
を
担
ぎ
ま
し
た
よ
★

★
趣
味
は
　
野
球
観
戦
♬
ホ
ー
ク
ス

本
多
雄
一
選
手
の
フ
ァ
ン
で
す
♥

★
好
き
な
男
性
の
タ
イ
プ
は
　

　
筋
肉
質
で
野
球
を
し
て
い
る
人

が
い
い
な
ぁ

(^^)
一
緒
に
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
が
し
た
い
で
す
♥

★大川内町平尾

★いて座・Ａ型

　
ぼ
く
は
、
つ
み
き
や
ボ
ー
ル
で

遊
ぶ
こ
と
が
好
き
な
ん
だ
★
食
い

し
ん
坊
で
、
と
う
も
ろ
こ
し
や
パ

ン
、
バ
ナ
ナ
に
目
が
な
い
な
ぁ
♥

で
も
い
ま
は
、
何
と
い
っ
て
も
ア

ン
パ
ン
の
絵
本
を
読
む
こ
と
が
楽

し
く
っ
て
し
か
た
が
な
い
ん
だ

(^^)

  朝
ともなが

永 理
り

玖
く

さん

　
マ
イ
ペ
ー
ス
で
わ
ん
ぱ
く
な
理
玖

く
ん
♥
よ
く
食
べ
、
よ
く
遊
び
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
大
き
く
な
っ
て
ね
✿

成
長
を
超
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ

(^^)

★篤
あつ

志
し

・美
み

穂
ほ

子
こ

さんの長男

★脇田町脇田

(　  )1 歳
9 か月

15

(21 歳)

  

肝
移
植
に
つ
い
て

　 

伊
万
里
市
民
病
院
　
非
常
勤
医
師
　      

　

　 

長
崎
大
学
大
学
院
移
植
・
消
化
器
外
科
　
原
　
貴
信

　
脳
死
肝
移
植
と
は
、
脳
死
と

な
っ
た
人
よ
り
提
供
さ
れ
た

肝
臓
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

用
い
る
方
法
で
す
。
８
月
現
在

で
３
６
６
人
が
臓
器
の
提
供

を
待
っ
て
い
て
、
昨
年
は
約
30

例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
脳
死

肝
移
植
施
設
に
登
録
さ
れ
て

い
る
施
設
は
、
全
国
に
21
ヶ
所

あ
り
ま
す
（
長
崎
大
学
病
院
、

九
州
大
学
病
院
な
ど
）。

　
ま
た
、
生
体
肝
移
植
と
は
、

健
康
な
人
の
肝
臓
の
一
部
（
全

体
の
1/5
〜
3/5
）
を
移
植
す
る
方

法
で
す
。
脳
死
肝
移
植
と
違

い
、
手
術
の
前
に
十
分
準
備
が

で
き
る
う
え
、
状
態
の
良
い
肝

臓
を
一
つ
の
病
院
で
予
定
を

立
て
て
移
植
で
き
る
な
ど
の

利
点
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
臓

器
提
供
者
（
ド
ナ
ー
）
の
健
康
な

身
体
に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
手
術
は
ド
ナ
ー
の
安
全

を
第
一
に
考
え
て
行
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
長
崎
大
学
病
院
で
は
、
ド

ナ
ー
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

腹
腔
鏡
を
用
い
た
『
低
侵
襲
手
術
』

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
ド
ナ
ー
に

な
る
に
は
、
本
人
の
自
発
的
な
自

由
意
思
で
肝
の
提
供
を
希
望
す
る

こ
と
が
前
提
条
件
で
す
。
ま
た
、

生
体
肝
移
植
は
、
血
液
型
不
適
合

で
も
移
植
可
能
で
す
。

　
肝
移
植
が
適
応
す
る
病
気
と
し

て
は
、
小
児
で
は
、
胆
道
閉
鎖
症
、

肝
硬
変
、
ア
ラ
ジ
ー
ル
症
候
群
、

代
謝
性
肝
疾
患
、
劇
症
肝
炎
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
成
人
で
は
、

肝
硬
変
（
Ｂ
型
、
Ｃ
型
）、
原
発
性

胆
汁
性
肝
硬
変
、
原
発
性
硬
化
性

胆
管
炎
、
肝
細
胞
癌が

ん

、
代
謝
性
肝

疾
患
、
劇
症
肝
炎
な
ど
で
す
。

　
移
植
後
の
経
過
が
順
調
な
場

合
、
患
者
さ
ん
は
手
術
後
１
〜
３

か
月
（
平
均
1.2
か
月
）
で
、
ま
た
、

ド
ナ
ー
は
10
日
〜
４
週
間
（
平
均

２
週
間
）
で
退
院
と
な
り
ま
す
。

拒
絶
反
応
を
予
防
す
る
た
め
、
移

植
後
は
、
原
則
と
し
て
免
疫
抑
制

剤
を
服
用
し
続
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
（
薬
の
量
は
漸ぜ

ん

減げ
ん

し
ま
す
）。

ま
た
、
退
院
後
は
定
期
的
な
通
院

と
検
査
が
必
要
で
す
が
、
１
年
程

度
で
健
康
な
人
と
ほ
ぼ
同
じ
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
22
年
７
月
の
改
正
臓
器
移

植
法
施
行
後
は
、
生
前
書
面
で
臓

器
を
提
供
す
る
意
思
を
表
示
し
て

い
る
場
合
に
加
え
、
本
人
の
臓
器

提
供
の
意
思
が
不
明
な
場
合
も
、

家
族
の
承
諾
が
あ
れ
ば
臓
器
提
供

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
15

歳
未
満
の
人
か
ら
脳
死
後
の
臓
器

提
供
も
可
能
）。
し
か
し
、
も
し
も

の
時
に
、
自
分
の
意
思
を
尊
重
す

る
た
め
に
も
臓
器
移
植
に
つ
い
て

考
え
、
家
族
と
話
し
合
い
、『
提
供

す
る
』『
提
供
し
な
い
』
ど
ち
ら
か

の
意
思
を
表
示
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
提
供
し
な
い
意
思
に

つ
い
て
は
、
15
歳
未
満
の
人
の
意

思
表
示
も
有
効
と
な
り
ま
す
。

肝
移
植
の
適
応
と
な
る
病
気

 

ド
ク
タ
ー
ズ
・
ア
イ

●
問
合
先
　
市
民
病
院
（
☎
㉓
４
１
２
１
）

　
臓
器
移
植
は
、
臓
器
の
機
能
が
低
下
し
た
人
に
、
臓
器
そ
の
も
の
を
入

れ
替
え
る
究
極
の
治
療
方
法
で
す
。
今
回
は
肝
移
植
医
療
を
紹
介
し
ま
す
。

肝
移
植
と
は

肝
移
植
後
の
経
過

意
思
表
示
の
大
切
さ

臓器移植について意思表示を！



162011.10

お知らせコーナー
チャンネル

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

チャンネル

子育て支援センターに
　　　　遊びにきませんか

　子育てに関する悩みや相談を受け付けて
います。ひとりで悩まずにお気軽にご相談く
ださい。

①つくしんぼランド（要申込）
就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌
や簡単な製作などを行います

● 日　時　10 月 19 日（水）
　　　　　午前 10 時〜正午
● 場　所　南波多公民館
②お誕生会（要申込）
　10 月生まれの乳児とその保護者
● 日　時　10 月 26 日（水）
　　　　　午前 11 時 〜11 時 45 分
● 場　所　子育て支援センターぽっぽ
◆申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ
　　　　　　（☎㉓５１９７）

hair & make 

price

ヘアーサロンリリアンにヘアー&メイクアップアーティスト池田潔が加わり、
全体のセンスアップと技術向上に皆様ご期待下さい。

cut  　…  ¥3,600　　permanent  … ¥7,500～
color  …  ¥6,800～   (池田の指名はご予約お願いします)

池 田
プロフィール

東京青山カットショップSHIMAでチーフとしてサロンで実績を積み
アトリエ伊藤五郎でヘアメイクの道を目指し、その後パリ・ミラノに渡欧。
世界のファッション誌を始めコレクションに参加、6年後に帰国、東京での活動開始。

～女性と子供のやすらぎの空間～

病気や怪我で動けない方の為に、病院・施設・

在宅へ専門の美容師が出張しています。 伊万里警察署前交差点

伊万里
警察署

エレナ様
ココ訪問美容

〒848-0031 伊万里市二里町八谷搦1189　TEL.0955-22-6537　http://www.lilianne.jp

成人式予約受付中
お早めにご予約下さい。

残りわずか!

あなたにあったトリートメントキャンペーン◆10/31まで
Deep  E l ement

ホームケア用のシャンプートリートメントのミニサイズプレゼント♪

◎
合
同
芸
能
発
表
会

●

日
　
時
　
11
月
６
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
40
分

●

会
　
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

入
場
料
　
３
０
０
円

●

内
　
容
　
箏そ

う

曲
、
長
唄
、
民
謡
、

大
正
琴
、
吟
詠
、
詩
舞
、
日
舞
、

舞
踊
、
バ
レ
エ
、
ハ
ワ
イ
ア
ン

フ
ラ
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

●

同
時
開
催
の
展
示
や
発
表

▽
文
学
色
紙
短
冊
展

　
　
　
　
　
11
月
１
日
〜
６
日

▽
書
道
展
　
11
月
４
日
〜
６
日

▽
華
道
展
　
11
月
５
日
〜
６
日

▽
盆
栽
展
　
11
月
５
日
〜
６
日

▽
茶
　
会
　
11
月
６
日

※
そ
の
他
の
展
示
や
発
表
な
ど
に

つ
い
て
は
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い

●

問
合
先
　
　
伊
万
里
市
文
化
連

　
盟
・
橋
口
（
☎
㉓
０
９
３
３
）

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い

て
、
売
買
な
ど
の
取
引
を
し
た
場

合
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
よ

り
、
契
約
締
結
後
２
週
間
以
内
に
、

買
主
が
土
地
の
利
用
目
的
お
よ
び

取
引
価
格
な
ど
を
届
け
出
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
県
で
は
、
そ
の
利
用
目
的
が
公

表
さ
れ
て
い
る
土
地
利
用
に
関
す

る
計
画
に
適
合
し
て
い
る
か
な
ど

お
知
ら
せ

10
月
は
土
地
月
間
で
す

伊
万
里
市
文
化
祭

を
審
査
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
利

用
目
的
の
変
更
を
勧
告
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
届
出
を
し
な
か
っ

た
り
、
偽
り
の
届
出
を
す
る
と
罰
則

が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●

届
出
が
必
要
な
面
積

▽
都
市
計
画
区
域５

千
平
方
㍍
以
上

▽
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

１
万
平
方
㍍
以
上

●

届
出
義
務
者
　
土
地
の
買
主

●

届
出
の
時
期

契
約
締
結
後
２
週
間
以
内

●

 

罰
　
則
　
６
か
月
以
下
の
懲
役

　
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

●

 

届
出
・
問
合
先
　

▽
佐
賀
県
県
土
づ
く
り
本
部
土
地

　
対
策
課

　（
☎
０
９
５
２
㉕
７
０
３
４
）

▽
企
画
政
策
課
（
☎
㉓
２
１
２
４
）

　
固
定
資
産
評
価
基
準
の
改
正
に

伴
い
、
平
成
24
年
度
か
ら
冷
蔵
倉

庫
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
経
年

減
点
補
正
率
基
準
表
が
変
更
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
、
鉄
骨
造
な
ど
非
木
造
の

冷
蔵
倉
庫
は
『
一
般
の
倉
庫
』
と

同
じ
取
り
扱
い
で
し
た
が
、
平
成

24
年
度
か
ら
、
一
般
の
倉
庫
に
比

べ
て
家
屋
の
評
価
額
が
早
く
減
少

す
る
計
算
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
非
木
造
の
冷
蔵

倉
庫
の
所
有
状
況
を
確
認
し
ま
す

の
で
、
市
内
に
該
当
家
屋
を
所
有

し
て
い
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●

 

対
象
と
な
る
冷
蔵
倉
庫
の
要
件

▽
主
体
構
造
が
非
木
造

▽
保
管
温
度
が
10
度
以
下
に
保
た

れ
る
倉
庫

▽
主
た
る
用
途
が
冷
蔵
用
の
倉
庫

※
常
温
の
倉
庫
内
に
プ
レ
ハ
ブ
式

冷
蔵
庫
や
業
務
用
冷
蔵
庫
な
ど

を
設
置
し
て
い
る
場
合
は
該
当

し
ま
せ
ん

●

 

問
合
先
　
税
務
課
固
定
資
産
税

係
（
　
☎
㉓
２
１
４
９
）

●

日
　
時
　
11
月
６
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜

●

会
　
場
　
大
川
運
動
広
場
ほ
か

●

内
　
容

▽
第
９
回
佐
賀
県
玉
入
選
手
権
大
会

６
人
で
100
個
の
玉
を
い
か
に
速

く
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る
か
を

競
う
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
競
技

※
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

▽
第
11
回
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
大
会

※
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

▽
大
川
町
ふ
る
さ
と
祭
り
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
、
バ
ザ
ー
、
抽
選
会
な
ど

●

申
込
・
問
合
先
　
大
川
公
民
館

（
　
☎
㉙
２
０
０
１
）

や
っ
て
み
ゅ
〜
だ

２
０
１
１
in
大
川
町

非
木
造
の
冷
蔵
倉
庫
の

評

価

基

準

変

更
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波
多
津
み
な
と
祭
り

　市では、32 種目のニュースポーツ
用具を市民の皆さんに無料で貸し出し
ています。今回は、用具の貸し出しラ
ンキングなどを紹介します。

■ニュースポーツ用具の貸出順位
▶１ 位　ニチレクボール

室内版ペタンクです。子どもから高
齢者まで気軽に参加できます

▶２ 位　スカットボール
パ タ ー ゴ ル フ に 似 て い ま す。 ス
ティックで打ち、得点穴にボールを
入れる競技です

▶３ 位　ソフトバレーボール
柔らかいゴム製のボールを使用し、
４人で行うバレーボールです

■貸し出し方法　
①体育保健課で空き状況を確認
②市役所に来て借用書に記入
③市役所で貸し出し

■ご利用ください『出前講座』
　市では、ニュースポーツの紹介や実
技指導、体力テストの測定など、出張
指導を行っています。年齢や性別は問
いません。ぜひご利用ください。

伊万里スポーツ
Ｇｏ！Ｇｏ！

● 問合先  体育保健課（☎㉓３１８７）

スポーツはチカラ。健康はタカラ。

★
★

●

 

日
　
程
　
10
月
16
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

 

会
　
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

 

内
　
容
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
ス
テ

ー
ジ
発
表
、
日
用
品
バ
ザ
ー
、

ふ
れ
あ
い
屋
台
、
お
琴
体
験
教

室
、
小
学
生
五
目
並
べ
・
将
棋

大
会
、
も
ち
つ
き
体
験
、
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
、
聞
こ

え
の
相
談
会
な
ど

●

 

問
合
先
　
社
会
福
祉
協
議
会

（
　
☎
㉒
３
９
３
１
）

　
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
推

進
す
る
た
め
、
レ
ジ
袋
の
削
減
な

ど
に
取
り
組
む
『
九
州
統
一
マ
イ

バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
実
施

し
て
お
り
、
10
月
は
、
そ
の
強
化

月
間
で
す
。

　
買
い
物
時
に
は
、
レ
ジ
袋
の
受

け
取
り
を
極
力
避
け
、
家
庭
内
に

あ
る
買
い
物
袋(

マ
イ
バ
ッ
グ
）

を
持
参
す
る
こ
と
で
、
レ
ジ
袋
の

削
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●

問
合
先
　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
係
（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

●

日
　
時
　
10
月
29
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
４
時

●

会
　
場
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●

演
　
題
　『
山
代
郷
の
歴
史
を
訪

ね
て
』
〜
東
山
代
町
の
歴
史
と

文
化
財
散
策
〜

●

発
表
者
　
徳
永 

重
利 

氏

●

発
表
内
容
　
白し

ら
へ
び
や
ま

蛇
山
岩い

わ
か
げ陰

遺
跡
、

明
星
桜
な
ど
に
つ
い
て

●

問
合
先
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

下
野
（
☎
㉒
１
２
６
２
）

　
唐
津
玄
海
の
水
産
物
・
水
産
加

工
物
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
す
。

●

 

日
　
時
　
10
月
23
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

●

 

会
　
場
　
唐
津
港
沿
岸
物
市
場

周
辺
（
唐
津
市
海
岸
通
）

●

 

内
　
容
　

▽
魚
介
類
・
水
産
加
工
物
な
ど
の
直
売

▽
ア
ジ
の
す
り
み
鍋
（
先
着
２
０
０

人
無
料
配
布
・
午
前
９
時
30
分
〜
）

▽
魚
の
袋
詰
め
放
題
（
定
員
２
０
０

人
・
１
回
１
０
０
円
）

▽
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
な
ど

●

 

問
合
先
　
唐
津
玄
海
地
区
水
産
物

消
費
拡
大
協
議
会
（
唐
津
市
水
産

課
・
☎
０
９
５
５
　
９
１
３
０
）

　
農
山
漁
村
整
備
課

（
☎
㉓
２
５
９
１
）

　
８
月
６
日
開
催
の
『
第
43
回
市

民
納
涼
花
火
大
会
』
に
、
企
業
や
団

体
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
義
援
金
に
つ

い
て
は
、
日
本
観
光
協
会
の
推
薦

を
得
て
、
宮
城
県
観
光
連
盟
に
観

光
振
興
費
用
と
し
て
贈
り
ま
し
た
。

●

 
問
合
先
　
伊
万
里
観
光
協
会

（
☎
㉓
３
４
７
９
）

　
海
の
幸
、
山
の
幸
が
食
べ
ら
れ

る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
や
、

一
般
の
人
も
参
加
で
き
る
ろ
漕こ

ぎ

レ
ー
ス
大
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●

 

日
　
時
　
10
月
９
日
（
日
）

正
午
〜
午
後
５
時

●

 

会
　
場

　
波
多
津
漁
港
北
側
広
場

●

 

駐
車
場
　
波
多
津
運
動
広
場

※
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

●

 

内
　
容
　

▽
潮
風
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー

▽
物
産
展
（
農
水
産
物
）

▽
和
舟
ろ
漕
ぎ
レ
ー
ス
大
会
（
１
チ

ー
ム
５
人
・
参
加
費
２
０
０
０
円
）

▽
い
ろ
は
島
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
（
当
日

受
付
）　
な
ど

●

 

申
込
・
問
合
先
　
波
多
津
公
民

館
（
　
☎
㉕
０
０
０
１
）

花

火

大

会

の

お

礼

と

報

告

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

伊
万
里
市
郷
土
研
究
会

個
人
研
究
発
表
会

マ
イ
バ
ッ
グ
で
レ
ジ
袋

を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

唐
津
お
魚
ま
つ
り

72
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毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

皆集まれ～

入会時に“健幸”と
書けた人に限り

お問い合わせはこちらへ

伊万里スイミング 検 索

TEL（0955）
23-0707伊万里スイミング TEL（0955）

20-4005ジェネックス伊万里 TEL（0955）
43-3055ジェネックス有田

伊万里ス
イミンググループは“

健幸（健康と幸せ）なまちづくり”を応援します!!入会するなら今が
10月・11月

入会金80%OFF入会金80%OFF
（15,750円→3,150円） 見学・体験

随時受付中!!
お気軽に

お立ち寄りください。

●

 

日
　
程
　
10
月
27
日
（
木
）
か
ら

24
回
、約
半
年
間
（
毎
週
木
曜
日
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
（
90
分
程
度
）

●

 

会
　
場
　
立
花
公
民
館

●

 

対
　
象
　
高
校
生
以
上

●

 

募
集
人
員
　
30
人

●

 

受
講
料
　
月
額
２
０
０
０
円

※
教
材
費
は
別
途
必
要
で
す

●

 

申
込
期
間
　
９
月
20
日
（
火
）

　
〜
10
月
17
日
（
月
）

●

 

講
　
師
　
南
原 

高
義 

氏

●

 

申
込
・
問
合
先
　

　
開
発
推
進
課
国
際
交
流
室

（
　
☎
㉒
７
０
４
６
）

　
市
は
、
平
成
15
年
度
よ
り
東
山

代
町
長
浜
干
拓
で
『
ツ
ル
越
冬
事

業
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
鹿
児
島
県
出い

ず
み水
市
で
集
中
的

に
越
冬
し
て
い
る
ツ
ル
類
の
病
気

な
ど
に
よ
る
絶
滅
危
機
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
国
か
ら
ツ
ル
越
冬
分

散
候
補
地
の
指
定
を
受
け
て
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。
今
年
度
も
こ

の
事
業
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

●

業
務
内
容
　
長
浜
干
拓
の
監
視

小
屋
を
中
心
に
、
ツ
ル
の
監
視
、

給き
ゅ
う

餌じ

、
見
学
者
に
対
す
る
説

明
、
器
具
の
設
置
、
電
話
応
対
、

立
入
禁
止
区
域
へ
の
侵
入
者
に

対
す
る
注
意
な
ど
を
実
施

※
市
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加

入
し
ま
す

●

業
務
日
時
　
11
月
１
日(

火
）
〜

平
成
24
年
２
月
29
日(

水
）

　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
（
こ
の

う
ち
５
時
間
以
上
）

※
都
合
が
良
い
日
時
を
確
認
の
う

え
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
編
成

し
ま
す

●

日
　
当
　
交
通
費
・
昼
食
代
と

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
回
に
つ

き
２
０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す

●

申
込
期
限
　
10
月
31
日(

月
）

●

申
込
方
法
　

▽
電
話
で
の
申
し
込
み

▽
農
山
漁
村
整
備
課
お
よ
び
各

町
公
民
館
に
備
え
付
け
の
登

録
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
提
出

※
登
録
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

●

申
込
・
問
合
先
　
農
山
漁
村
整

備
課
（
　
☎
㉓
２
５
９
１
）

【
准
看
護
科
】

●

募
集
人
員
　
約
35
人
（
前
期
30

人
前
後
・
後
期
５
人
前
後
）

●

修
業
年
限
　
２
年

●

受
験
資
格
　
中
学
校
卒
業
以
上

の
学
歴
を
有
す
る
人

●

願
書
受
付

　《
前
　
期
》

10
月
17
日
（
月
）
〜 

28
日
（
金
）

　《
後
　
期
》　

　
平
成
24
年
２
月
６
日
（
月
）

〜
15
日
（
水
）

●

試
験
日

　《
前
　
期
》
11
月
５
日
（
土
）

　《
後
　
期
》

　
　
　
平
成
24
年
２
月
21
日
（
火
）

●

試
験
会
場
　
伊
万
里
看
護
学
校

●

試
験
科
目
　
国
語
、数
学
、理
科
、

作
文
、
面
接

【
看
護
科
】

●

募
集
人
員
　
40
人

●

修
業
年
限

　
３
年
（
２
年
課
程
昼
間
定
時
制
）

●

受
験
資
格

①
中
学
校
卒
業
者
で
、
准
看
護
師

免
許
取
得
後
３
年
以
上
看
護
業

務
に
従
事
し
て
い
る
人

②
高
等
学
校
卒
業
者
で
、
准
看
護

師
免
許
取
得
者
ま
た
は
免
許
取

得
見
込
み
の
人

●

願
書
受
付
期
間
　

　
11
月
21
日（
月
）〜
12
月
２
日（
金
）

●

試
験
日
　
12
月
10
日
（
土
）

●

試
験
会
場
　
伊
万
里
看
護
学
校

●

試
験
科
目
　
国
語
、作
文
、面
接
、

専
門
科
目
（
人
体
の
仕
組
み
と

働
き
・
基
礎
看
護
・
成
人
看
護
）

●

問
合
先
　
伊
万
里
看
護
学
校

（
☎
㉓
４
６
３
５
）

伊
万
里
看
護
学
校

学

生
・

生

徒

し  
け  

ん

初
級
韓
国
語
教
室

受

講

生

募

集

ぼ
し
ゅ
う

　スポーツを通じた新たな出会いで、気の
合う相手を探してみませんか。お互いの魅
力を感じてみましょう。

● 日　時　10 月 30 日（日）午後１時受付
● 場　所　参加者に後日連絡します
● 内　容
　『ワンバウンドふらばーるボールバレー』
※どこに転がるか分からない変な形のボー

ルで、簡単なスポーツを行います
● 参加者　独身男女　各 26 人程度
※事前の申し込みが必要です
● 参加費　500 円
● 申込・問合先　
　婚活応援課（　 ☎㉓２９５０）
　メール　deai@city.imari.saga.jp

ツ
ル
監
視
ボ
ラ
ン

テ

ィ

ア

の

募

集

♥今回はスポーツに挑戦！ あなたの
恋のボールはどちらに転がるか ?

婚活イベント



お知らせコーナー
チャンネル

19 2011.10 広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の三光株式会社までお願いします（☎㉓５８０８）

家庭で
　できる！

今月の省エネと

　　地球温暖化対策

ふんわりアクセルで、e
いい

スタート！

　自動車は発進するときに多くの燃料を消費します。発進は、ま
ず一呼吸おいて少し動き出してからゆっくりアクセルを踏み込
みましょう。
　５秒間で時速 20 ㌔程度になるようにゆっくり加速するだけ
で、年間でガソリン 83.57 ㍑、二酸化炭素 194 ㌔の削減にな
ります。

10 月 の 行 事

９日（日）午後０時 30 分〜４時 30 分
　東日本大震災チャリティーおどりの会
10 日（月）午後１時 30 分〜４時 30 分
　リトルコンサート

16 日（日）午前９時 30 分〜午後２時 30 分
　佐賀県高等学校定時制通信制生活体験発表会
30 日（日）午前 10 時〜午後４時
　カラオケ三本椿決勝大会

☆ 10 月 10 日（月）〜 19 日（水）
　特別整理のため休館します。
　　この期間中は、資料の貸出や予約のほか、

資料に関する問い合わせなどには対応でき
ない場合がありますのでご了承ください。

★一般上映会
　９日（日）午後２時 30 分〜４時 15 分
　『第三の男』（1949 年 / イギリス /105 分）
★おはなし０１２（のぼりがまのおへや）
　毎週木曜日（１日２回）
　午前 11 時〜、午前 11 時 30 分〜
★おはなし会（のぼりがまのおへや）
　毎週土曜日
　午後２時 30 分〜３時
★ 10 月の休館日
　３日、24 日、　31 日
　10 〜 19 日（特別整理日）

市民センター ☎㉒３９１１

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

■ 参考 : ㈶省エネルギーセンターホームページ　http：//www.eccj.or.jp/

10 月 の 市 民 相 談

　12 日・26 日（弁護士）

 ６日※午前 10 時〜正午

　５日・20 日（公証人）

　４日・18 日※午前10時〜正午

　※午前 10 時〜午後４時

　21 日※午前９時〜正午

　※午前 9 時〜午後４時

法 律 相 談
司 法 書 士 相 談
暮 ら し の 知 恵 相 談
人 権 相 談
消 費 生 活 相 談
行 政 相 談
家 計 相 談

❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼

第２･ ４�
第  １   �
第  ３   �
第１･ ３�
毎週月〜金

第  ３   �
毎  週   �

●年金相談（予約制） 会場 : １階面接室（市民ロビー前）
　毎週金曜日 午前９時 30 分〜午後３時
　予約電話番号 ☎０９５５ー７２ー５１６１
●身障者相談 会場 : １階面接室（市民ロビー前）
　毎月第４木曜日 午前 10 時〜午後３時
●心の健康相談 会場：福祉課社会福祉係
　毎週月〜金曜日（水曜日除く） 午前９時〜午後３時 30 分
●女性相談　相談電話番号☎０９５５ー２２ー６７６３
　毎週月・水曜日 午前９時〜午後４時（面接相談は要予約）

　「飲み水の点検に来た」など『点検』を口実に訪問し、「このまま
では危ない」などと不安をあおり、高額な商品を売りつける商法を『点
検商法』といいます。トラブルに遭わないため下記に注意しましょう。
▷身分証明書や名刺などの提示を求めましょう
▷突然訪問し、その場で契約を迫る業者などには注意しましょう
▷見積もりを取って他社と比べ、契約内容をしっかり確認しましょう
● 問合先　伊万里市消費生活センター（☎㉓２１３６）

■会　場：市役所１階市民相談コーナー
■時　間：午前 10 時〜午後３時　無料・秘密厳守
■問合先：情報広報課市民サービス係（　 ☎㉓２１３３）

点検商法にご注意を！

一人で悩まず
ご相談ください

（ファイナンシャルプランナー相談）

※①・②・③・⑦は予約が必要です

■問合先
　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

市 民 会 館 ☎㉒７１０５
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あ
な
た
が
今
、
生
き
て
い
る
の
は
、
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
、
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ひ
い
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
・
・
・
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の

受
け
継
が
れ
た
『
い
の
ち
の
』
つ
な
が
り
に

感
謝
の
気
持
ち
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

伊
万
里
っ
子
し
ぐ
さ

感
謝
し
よ
う
　
あ
な
た
の

　『
い
の
ち
』
の
つ
な
が
り
に

解
　
説

今
月
の

 

　子どもたちに森林や林業の知識を深めてもらうとともに、自分で物を
つくる楽しさ感じてもらおうと、市内の小学生を対象に『夏休みピノキ
オ木工芸作品コンクール』が開かれました。テーマ部門とフリー部門合
わせて過去最多だった昨年と並ぶ 153 点の応募の中から、部門ごとに
最優秀賞、優秀賞が選ばれ、８月31日に市役所で表彰式がありました。
　表彰式で塚部市長は「物づくりをするということは、小さいときから
の経験が重要で、特にこれからの社会で生きていくうえで必要になって
きます。これからも作品をつくることによって、木への親しみを深めて
いってください」とお祝いと激励のことばを述べました。

長
濱 

百ゆ

合り

子こ 
さ
ん

(

二
里
小
６
年)

木の温もりを感じさせる力作ぞろい
夏休みピノキオ木工芸作品コンクール表彰

テ
ー
マ
部
門（
は
こ
）

最
優
秀
賞

『
か
い
じ
ゅ
う
の
ち
ょ
金
ば
こ
』

『
私
の
ス
テ
キ
な
イ
エ
ー
イ
！
』

優 

秀 

賞

熊
本 

篤あ
つ
や弥 

さ
ん

(

立
花
小
３
年)

岩
永 

美み

う雨 
さ
ん

(

大
坪
小
４
年)

フ
リ
ー
部
門

最
優
秀
賞

優 

秀 

賞

『
木
の
葉
の
ラ
ン
プ
』

浦
川 

光み
つ

喜き 

さ
ん

(

二
里
小
３
年)

『
ヘ
ラ
ク
レ
ス
お
お
か
ぶ
と
』

く
ぎ
を
打
つ
と
こ
ろ
が
お
も
し

ろ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
こ
の

ち
ょ
金
ば
こ
で
お
金
を
た
め
る
の

が
楽
し
み
で
す
。

偶
然
見
つ
け
た
木
の
家
を
見
て
、

い
い
な
あ
と
思
い
作
っ
て
み
ま
し

た
。
ち
ょ
う
つ
が
い
を
つ
け
る
と

こ
ろ
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

家
で
も
飼
っ
て
い
る
大
好
き
な

カ
ブ
ト
ム
シ
を
木
で
作
り
ま
し
た
。

途
中
で
下
を
支
え
る
部
分
が
折
れ

た
り
し
て
大
変
で
し
た
が
、
が
ん

ば
り
ま
し
た
。

秋
ら
し
い
も
の
を
作
り
た
い
と

思
い
作
り
ま
し
た
。
糸
ノ
コ
ギ
リ

を
使
っ
て
、
細
か
い
葉
っ
ぱ
の
模

様
を
表
現
す
る
と
こ
ろ
が
難
し

か
っ
た
で
す
。

↑左から塚部市長、熊本篤弥さん、岩永美雨さん、長濱
百合子さん、浦川光喜さん、宝蔵寺森林組合長

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
の
活
動
を
数
件
取
材
し
ま
し
た
。
ど
の
取

材
先
で
も
、
心
か
ら
の
笑
顔
や
元
気
、
仲
間

と
の
友
愛
な
ど
魅
力
的
な
皆
さ
ん
と
出
会
い
、

｢

こ
ん
な
風
に
な
り
た
い｣

と
数
十
年
後
の

自
分
の
姿
を
重
ね
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
は
、

会
員
の
減
少
が
深
刻
化
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
私
は｢

入
ら
な
い
手
は
な
い｣

と

取
材
を
通
じ
て
感
じ
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ

に
入
り
ま
せ
ん
か
。
私
は
入
り
ま
す
。（
友
）

７回目の開催。過去最多タイの153点が応募！

♥

♪

♩
♬

♬♩
♪

♥
♬

♪


